
平成２８年度環境関連事業一覧

（単位：千円）

28当初予算額

５　すべての主体が参加する美しく快適な県づくり

129,867

（ 80,203 ）

31,680

（ 0 ）

15,677
（ 2,400 ）

18,639
（ 3,786 ）

2,700
（ 2,660 ）

22,574
（ 16,767 ）

1

6 農林水産部

広報活動費

森林づくりボランティア活動促進事業(再
掲)
(森林環境保全基金：22,574)

森林ボランティア活動を推進するため、森林ボランティア情報の収集・発信、ま
た森林ボランティア養成研修を開催する。県民による森林づくり提案事業を推進
する。

継続

継続
テレビ・ラジオなどの県政情報番組や、新聞広報などを通じ、県民に対して環境
問題や環境美化活動について広報を行う。

企画振興部

特枠

水環境保全活動ネットワーク化促進事業
（地域環境保全基金　2,660）

継続

未来の環境を守る人づくり事業
（地域環境保全基金　 5,729）
（産廃税基金       　4,571）
（森林環境税基金     4,339）

継続

5

2 福祉保健部 老人クラブ助成事業 継続
一人暮らし高齢者等の見守り活動や清掃奉仕、児童の登下校時の見守り等の地域
活動やスポーツ活動などを行う、老人クラブの活動費を助成している。

4

これまでの「ごみゼロおおいた作戦」の成果を活かし、ステップアップさせた
「おおいたうつくし作戦」を展開する。また、県民会議及び実施本部を開催する
とともに、地域のボランティア団体や行政等の連携を促進するため、地域連絡会
の開催や地域での環境活動を支援する。加えて、県民総参加運動の更なる展開を
図るため、「おおいたうつくし感謝祭」、県下一斉の美化活動を行う「１２０万
人一斉ごみゼロ行動」や、キャンドルナイトキャンペーン等を実施する。

　第１回アジア・太平洋水サミット開催により高まった県民の環境保全活動に対
する意識をさらに向上させるとともに、ＮＰＯ、大学、企業などの連携強化を図
る。

地域や学校等における環境教育・学習を推進するため、環境教育アドバイザーの
派遣を行うとともに、子どもを対象とした自然体験活動を年間を通じて実施す
る。また、大分県地域環境保全基金へ寄附されたレジ袋無料配布中止の取組によ
る収益金を、幼児向け環境教育等に活用することにより、環境保全活動に自主
的、継続的に取り組む人材の育成を推進し、レジ袋無料配布中止の取組への県民
理解の一層の浸透を図る。

生活環境部

生活環境部

3 生活環境部
おおいたうつくし作戦推進事業
（産廃税基金　　　　 8,714）
（森林環境保全基金   4,748）

事業内容及び取組状況番号 部局名 事業名 事業区分
(H28.8月執行済額）
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8,354
（ 1,000 ）

16,000

（ 300 ）

継続 6,429

（ 232 ）

251,920

（ 107,348 ）

8 土木建築部 クリーンロード支援事業 継続

7 農林水産部
森林環境教育・木育促進事業（再掲）
(森林環境保全基金：8,354)
（旧：森林環境教育推進事業）

継続

県内小学校等や地域で開催される研修会等に森の先生を派遣し､森林体験活動を
支援する。特別保護樹木のうち樹勢が悪化しているものに保育、保全（整枝、剪
定、古枝除去等）を実施する。８月に実施される次代の森づくり活動リーダーを
育成する研修を支援する。
木材に対する意識醸成や知識獲得を目指す「木育」を推進する。

　森林環境学習指導者を活用して、環境に関する学習機会の提供や指導者の派遣
をすることにより、自然体験活動や環境学習・活動の促進を図る。また、九重青
少年の家のアスレチックゾーンを整備し、子どもたちの適切な運動による心身の
豊かな成長を育む。

森林環境学習促進事業
（森林環境保全基金：6,429）

小計　　９事業

道路愛護団体(ボランティア団体や地元自治会等)の育成及び道路愛護気運の醸成
を目的に、草刈り活動に対する謝礼や花植え等活動への支援を行う。

9 教育庁
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